
(1） 第270 号 広 報 あ か い け 昭和60年7月1日 

西 * L 3け
発行所 赤池町役場 編集 総務課 文書広報係 if（代表）28 - 2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

60年 

No. 2 7 0 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

7 月は、固定資産税2 期分の納税月です 



(3） 第270 号 I大 報 あ か い 昭和60年7月1日 け
 

カ、 し、 あ
 

報
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第270 号 昭和60年7月1日 け
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報
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ト奥田県知事を囲み活発な意見が交換されました‘ 

★すでに14件、今年の火災発生★ 

不審火の疑いも注意を呼びかけ 

、i
」
外
出
す
る
と
き
、
お
や
す
み
前
に
 

は
も
う
一
度
火
の
元
の
点
検
を
 

21
 

雷
守
を
す
る
と
き
は
近
所
の
人
に
 

声
か
け
あ
っ
て
、
、
み
ん
な
で
防
失
 

に
努
め
ま
し
ょ
う
 

畿
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
 

を
置
か
な
い
よ
う
に
整
理
し
て
下
 

さ
い
 

響
焚
火
を
す
る
と
き
は
水
バ
ケ
ツ
を
 

用
意
し
て
、
火
か
ら
目
を
離
さ
な
 

ノ 

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
 

花
失
は
安
全
な
場
所
で
、
大
人
が
 

付
き
添
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
入
ノ
 

癒
空
屋
は
青
少
年
の
非
行
の
場
所
と
 

な
り
、
タ
バ
コ
の
不
始
末
に
よ
る
 

火
災
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
 

所
有
者
は
＋
分
な
管
理
を
行
な
っ
一
 

て
下
さ
い
 

奥
田
知
事
と
対
・
話
集
ム
武
 

ー
上
野
焼
協
同
組
ム
ロ
の
み
な
さ
ん
 

六
月
二
十
七
日
、
上
野
焼
協
同
組
合
 

換
を
し
ま
し
た
。
 

（
組
合
長
上
品
田
湖
山
さ
ん
）
の
み
な
 

さ
ん
と
奥
田
八
二
福
岡
県
知
事
の
“
地
 

域
お
こ
し
対
話
集
会
）
が
開
か
れ
ま
し
 

た
 。

 こ
れ
は
、
県
知
事
が
提
唱
し
て
い
る
 

「
県
民
総
立
ち
運
動
」
の
一
環
と
し
て
 

行
わ
れ
た
も
の
で
、
直
方
市
の
中
小
企
 

業
大
学
校
の
開
校
式
後
、
赤
池
町
に
立
 

ち
寄
ら
れ
、
上
野
焼
大
型
協
同
作
業
所
 

熊
谷
本
窯
元
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
町
 

商
工
会
館
で
約
一
時
間
、
組
合
の
み
な
 

さ
ん
と
町
長
、
議
長
、
商
工
会
青
年
部
 

長
、
福
岡
県
商
工
部
長
な
ど
を
交
え
、
 

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
 

席
上
、
知
事
は
 
「
地
域
活
性
化
す
る
 

の
は
み
な
さ
ん
の
意
欲
で
す
。
九
割
を
 

み
な
さ
ん
の
力
で
や
り
、
 
一
割
を
県
の
 

力
で
。
そ
ん
な
意
見
交
換
を
し
た
い
己
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

参
加
者
か
ら
は
、
陶
器
ま
つ
り
で
の
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カ、ら I:,i 健康な体は丈夫な 
健康づくり歯みがき大会 

6
月
9

日
（
日
）
、
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

で
赤
池
町
子
ど
も
会
育
 

成
連
絡
協
議
会
（
岩
城
 

辰
美
会
長
）
主
催
の
歯
 

み
が
き
大
会
が
、
町
内
 

の
子
供
三
百
人
を
集
め
 

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
毎
年
 

六
月
歯
の
衛
生
週
間
に
 

幼
少
年
期
に
正
し
い
歯
 

の
知
識
と
予
防
処
置
の
 

徹
底
を
は
か
り
、
健
康
 

づ
く
り
の
意
識
を
高
め
 

る
こ
と
を
目
的
に
開
か
 

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

田
川
歯
科
医
師
会
、
 

田
川
歯
科
衛
生
士
会
の
 

先
生
方
に
よ
り
、
虫
歯
、
 

歯
並
び
、
清
掃
状
態
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
 

項
目
で
優
良
な
歯
の
持
ち
主
の
審
査
が
 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

町内の火災発生状況 （昭和60年中） 

町
内
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ
火
災
が
多
 

発
し
て
い
ま
す
。
五
月
号
で
も
防
火
の
 

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
が
、
五
・
六
 

月
で
四
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
に
な
っ
て
既
に
十
四
件
で
、
こ
れ
 

は
前
年
に
比
べ
て
十
件
の
増
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

（表） 

こ
れ
ら
の
火
災
の
原
因
は
消
防
署
や
 

警
察
で
調
べ
て
い
ま
す
が
、
火
の
気
の
 

な
い
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
不
審
火
の
 

疑
い
も
で
て
い
ま
す
。
 

従
っ
て
田
川
地
区
消
防
署
、
金
田
分
 

署
、
赤
池
町
消
防
団
の
合
同
で
六
月
十
 

五
日
か
ら
七
月
末
に
か
け
て
町
内
全
域
 

を
対
象
に
防
火
対
策
と
し
て
広
報
活
動
 

（
広
報
車
、
広
報
紙
、
チ
ー
7
ン
等
）
に
 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

く
 

特
に
空
屋
に
つ
い
て
は
シ
ン
ナ
ー
、
 

タ
バ
コ
等
青
少
年
の
非
行
の
場
所
と
な
 

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

持
王
は
十
分
な
管
理
を
行
な
っ
て
く
だ
 

さ
い
。
な
お
、
家
庭
内
の
電
気
配
線
で
 

絶
縁
が
悪
い
部
分
、
た
こ
足
配
線
な
ど
 

不
良
な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
す
ぐ
に
 

修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

合
同
に
よ
る
車
輔
広
報
は
六
月
十
五
 

日
、
二
十
二
日
、
二
十
九
日
の
各
土
曜
 

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

町
消
防
団
に
よ
る
車
輔
広
報
は
六
月
 

十
六
日
以
降
七
月
末
ま
で
、
各
日
曜
日
 

午
前
、
午
後
の
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
も
町
内
各
種
団
体
が
行
 

う
会
議
等
に
出
向
い
て
積
極
的
に
呼
び
 

か
け
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

出火日時 場 所 火災種別 焼失面積 

1 1 月29日10 :00 伏 原 建 物 表面積 2m' 

。ノ］ 2月2 日13:26 松 本 原 野 1,200mW 

3 3 月12日16 】50 寿 町 建 物 56,2m' 

4 3 月26日15 :58 新 町 建 物 91,57m 

5 3 月30日13 】22 松 本 原 野 12m 

6 3 月30目13:27 高尾通り 原 野 400m 

7 3 月30日14 】00 伏 原 原 野 21m 

8 3 月31日10 :20 伏 原 原 野 200m 

9 4 月21日13:42 大 久保 原 野 20m 

10 4 fl28 [ 116 : 04 伏 原 原 野 l50m 

11 5 月4 日10 :00 車 道 建 物 表面積0,06m 

12 5 月16日10 :32 高尾通り 建 物 

13 6 月3 日18 】38 板 取 建 物 13m 

14 6 月6 日14 :37 下 桜 建 物 
住宅 100 m' 
倉リ車 4,8 m 

道
路
の
マ
ヒ
状
態
を
訴
え
、
「
県
の
手
で
 

道
路
網
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
」
 
「伝 

統
産
業
会
館
を
建
設
し
て
ほ
し
い
」
な
 

ど
の
要
望
や
、
二
年
に
一
度
、
桜
を
植
 

え
、
桜
の
里
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
 

と
。
上
野
焼
青
年
部
を
結
成
、
後
継
者
 

育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
 

ど
の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
 

知
事
は
、
「
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
 

売
る
工
夫
を
一
緒
に
考
え
た
い
己
と
締
 

め
く
く
り
ま
し
た
。
 

トあ～んして、虫歯はないかな‘ 

▽
吉
田
聡
（
市
場
小
4

）
▽
立
花
健
作
 

（
市
場
小
4

）
▽
山
崎
亜
紀
（
上
野
小
 

5
）
中
園
千
恵
（
市
場
小
5

）
▽
長
谷
 

川
そ
の
か
（
市
場
小
5

）
▽
清
原
雅
世
 

（
市
場
小
5

）
▽
木
村
弥
生
（
市
場
小
 

5
）
▽
青
木
美
奈
子
（
市
場
小
6

）
▽
 

宇
都
宮
義
人
（
市
場
小
6

) 

（
以
上
十
 

人
敬
称
略
）
 

『母子』 坂本 孝喬 

飯田高原の自然動物公園での撮影です。 

足の不自由な母ヤギといたずら子ヤギの 

涙ぐましい母子のコミュニケーション。 

動物たちのひたすらな純粋さに感動しま 

した。 

お年寄りに魚をプレゼント 

フイッシングクラブ筑豊のみなさん 

赤
池
町
・
金
田
町
・
 

方
城
町
の
釣
り
フ
ァ
ン
 

で
、
今
月
一
日
に
発
会
 

し
た
 
「
フ
イ
ッ
、
ン
ン
グ
 

ク
ラ
ブ
筑
豊
」
 

（
稲
富
 

起
八
会
長
四
十
四
人
）
 

の
み
な
さ
ん
が
、
六
月
 

十
七
日
、
老
人
ホ
ー
ム
 

天
郷
荘
と
同
慶
寿
園
を
 

訪
れ
、
ク
ロ
ダ
イ
五
十
 

匹
を
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
メ
ン
バ
ー
 

の
み
な
さ
ん
が
、
 

「た 

だ
釣
を
楽
し
む
だ
け
で
 

な
く
、
何
か
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と
も
 

し
よ
う
」
 
と
、
前
日
タ
方
か
ら
、
福
岡
 

市
の
箱
崎
沖
防
波
堤
で
行
っ
た
初
め
て
 

の
釣
り
大
会
の
獲
物
を
す
べ
て
プ
レ
ゼ
 

ン
ト
し
た
も
の
で
す
。
 

×
 

ノ
 

支
所
長
・
駐
在
員
 

会
議
を
開
催
 

六
月
二
目
、
町
民
会
館
で
支
所
長
 

・
駐
在
員
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

六
ト
年
度
の
支
所
長
・
駐
在
員
さ
 

ん
六
ト
四
人
が
出
席
。
町
か
ら
は
、
 

町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
、
 

病
院
長
、
各
課
長
な
ど
二
十
七
人
が
 

出
席
。
当
日
、
 
一
番
に
受
け
付
け
を
 

し
た
二
十
二
支
所
長
木
葉
如
春
さ
ん
 

と
、
九
支
所
西
組
駐
在
員
池
田
福
次
 

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
代
表
と
し
て
委
嘱
 

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
支
所
お
よ
び
駐
在
設
置
 

条
例
や
役
場
の
職
務
概
要
の
説
明
な
 

と
が
行
わ
れ
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
な
ど
 

活
発
に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
 

× ト池永町長から委嘱辞令を受ける木葉如春さん‘ 

▼
天
郷
荘
を
訪
れ
た
ク
ラ
ブ
の
み
な
 

さ
ん
と
魚
を
手
に
し
た
藤
野
荘
長
A
 

た
く
さ
ん
の
魚
を
贈
ら
れ
た
お
年
寄
 

り
は
大
喜
び
。
天
郷
荘
で
は
、
さ
っ
そ
 

く
そ
の
日
の
タ
食
に
サ
シ
ミ
に
し
て
、
 

み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

8
0
、
2
0
0
ズ
ー
ム
、
F
5

・6 

1
／
助
秒
 
A
s
A
4
0
0
増
感
）
 

いつか見た あのせせらぎをもう一度ー - 7 月は河川愛護月間 
苦しみにあなたを引きこむその一滴 一7月は薬物乱用防止強化月間 


